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担当課番号案内の
�
田 
�
保 の表記は 

�
田 …田無庁舎（南町５～６～１３）

�
保 …保谷庁舎（中町１～５～１）を表します

　
「
精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者

福
祉
に
関
す
る
法
律
」
の
改
正
等

に
伴
い
、
平
成　

年
４
月
１
日
か

１４

ら
、
精
神
保
健
福
祉
に
関
す
る
次

の
取
り
扱
い
窓
口
が
、
東
京
都
保

健
所
か
ら
市
町
村
に
変
わ
り
ま

す
。

　

な
お
、
精
神
保
健
福
祉
の
医
療

に
関
す
る
相
談
等
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
東
京
都
保
健
所
で
実
施

し
て
い
ま
す
。

◎
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の

申
請
、
交
付

◎
精
神
障
害
者
医
療
費
公
費
負
担

の
申
請

◎
東
京
都
小
児
精
神
障
害
者
入
院

医
療
費
助
成
の
申
請

◎
精
神
障
害
者
都
営
交
通
乗
車
証

の
申
請
、
発
行

◎
精
神
障
害
者
社
会
復
帰
施
設
、

居
宅
生
活
支
援
事
業
、
社
会
適

応
訓
練
事
業
の
利
用
に
関
す
る

相
談
助
言
、
あ
っ
せ
ん
調
整

▽
問
合
せ　

保
谷
庁
舎
１
階
障
害

福
祉
課
、
多
摩
小
平
保
健
所
（�

０
４
２
４
・　

・
３
１
１
１
）
、

５０

東
京
都
衛
生
局
精
神
保
健
福
祉
課

（�
　

・
５
３
２
０
・
４
４
６
１
）

０３
◆
障
害
福
祉
課
（
�保
 
�
内
線　

）
２３４７

�　

公
共
施
設
予
約
サ
ー
ビ
ス
開
始

に
伴
い
、
左
記
の
と
お
り
、
保
谷

障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
使
用
者
説

明
会
を
実
施
し
ま
す
。

▽
と
き　

３
月
６
日
（
水
）

◎
第
１
回　

午
前　

時
〜
正
午　

１０

◎
第
２
回　

午
後
６
時
〜
８
時

▽
と
こ
ろ　

保
谷
障
害
者
福
祉
セ

ン
タ
ー　
　
　
　
　
　
　
　
　

◆
障
害
福
祉
課
（
�保
 
�
内
線　

、
２３４３

　

）　
２３４７

保保
谷谷
障障
害害
者者
福福
祉祉
セセ
ンン

タタ
ーー
使使
用用
者者
説説
明明
会会

　

今
年
は
、
６
月
に
現
況
調
査
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
医
療
券
（
受

給
証
）
の
コ
ピ
ー
が
必
要
に
な
り

ま
す
の
で
、
平
成　

年
３
月　

日

１４

３１

で
医
療
券（
受
給
証
）の
期
限
が
切

れ
る
方
は
、保
健
所
で
更
新
の
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い（
慢
性
肝

炎
、肝
硬
変
・
ヘ
パ
ト
ー
ム
の
方
は

更
新
の
手
続
き
は
不
要
で
す
）。

◆
障
害
福
祉
課（
�保
 
�
内
線　

、
２３４１

　

）
２３４２

�　

田
無
都
市
計
画
公
園
事
業
第
４

・
４
・
１
号
合
併
記
念
公
園
の
事

業
認
可
図
書
の
縦
覧
を
行
っ
て
い

ま
す
。

▽
縦
覧
場
所　

保
谷
庁
舎
５
階
公

園
緑
地
課

◆
公
園
緑
地
課（
�保
 
�
内
線　

）　
２４３２

�　

平
成　

年
度
の
固
定
資
産
課
税

１４

台
帳
の
縦
覧
は
、
４
月
１
日
〜　
２２

日
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

課
税
資
産
明
細
書
は
４
月
上
旬
に

発
送
す
る
予
定
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
４
月
１
日
号
の
市

報
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
資
産
税
課（
�田
 
�
内
線　

〜　

）

１３３１

１３４５

�　

西
東
京
市
発
足
に
伴
い
、
新
た

に
政
治
活
動
用
立
札
・
看
板
等
の

「
証
票
」
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

対
象
と
な
る
方
に
は
、
既
に
連

絡
し
て
い
ま
す
が
、
西
東
京
市
の

「
証
票
」
に
変
更
し
て
い
た
だ
く

に
あ
た
り
、
交
付
申
請
の
手
続
き

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

候
補
者
個
人
の
立
札
・
看
板
に

田
無
都
市
計
画
公
園

事
業
の
認
可
図
書
の

縦

覧

固

定

資

産

課
税
台
帳
の
縦
覧

合
併
に
伴
う
政
治
活

動
用
立
札
・
看
板
等
の

「
証
票
」
の
変
更

つ
い
て
も
、新
た
な「
証
票
」が
必

要
と
な
り
ま
す
の
で
、同
様
の
申

請
を
し
て
く
だ
さ
い
。新
た
な
後

援
団
体
の
申
請
は
、候
補
者
の
同

意
を
得
て
行
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。

▽
申
請
場
所　

保
谷
東
分
庁
舎
１

階
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

▽
持
参
す
る
も
の　
　

①
交
付
申

請
者
（
候
補
者
・
後
援
団
体
に
つ

い
て
は
代
表
者
）
の
印
鑑　

②
交

付
申
請
書
（
新
た
な
後
援
団
体
は

同
意
書
を
含
む
）

　

変
更
し
た
「
証
票
」
を
付
し
た

立
札
・
看
板
以
外
は
、撤
去（
消
去
・

遮
へ
い
も
可
）し
て
く
だ
さ
い
。

※
従
来
の
証
票
（
表
示
物
）
は
、

返
還
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▽
掲
示
枚
数　

個
人
用
最
大
６

枚
、
団
体
用
最
大
６
枚

▽
立
札
・
看
板
の
大
き
さ　

縦　
１５０

セ
ン
チ�
×
横　

セ
ン
チ�
を
超

４０

え
な
い
も
の
（
公
職
選
挙
法
第　
１４３

条
第　

項
）

１７

▽
掲
示
で
き
る
枚
数　

候
補
者
等

ま
た
は
当
該
後
援
団
体
が
政
治
活

動
の
た
め
に
使
用
す
る
事
務
所
１

か
所
に
２
枚
ま
で
（
公
職
選
挙
法

第　

条
第　

項
第
１
号
）

１４３

１６

◆
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
（
�保
 

�
内
線　

〜　

）

２８１１

２８１３

�　

平
成　

年
６
月
１
日
付
で
登
録

１１

し
た
業
者
の
方
は
、
本
年
５
月　
３１

日
で
登
録
期
間
が
満
了
と
な
り
ま

す
。
引
き
続
き
営
業
す
る
場
合
は

更
新
手
続
が
必
要
で
す
。

▽
受
付
期
間　

４
月
１
日
（
月
）

〜　

日
（
火
）

３０
※
申
請
書
は
、
４
月
１
日
か
ら
田

無
庁
舎
２
階
産
業
振
興
課
お
よ
び

都
庁
で
配
布
し
ま
す
。

◆
産
業
振
興
課
（
�田
 
�
内
線　

）
１４４１

�　

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
で
は
、
地
域
の
中
で
子
ど

米
穀
卸
・
小
売
業
の

登
録
更
新
の
受
付

フフ
ァァ
ミミ
リリ
ーー
・・
ササ
ポポ
ーー
トト

・・
セセ
ンン
タタ
ーー
説説
明明
会会

も
を
預
け
た
い
方
（
フ
ァ
ミ
リ
ー

会
員
）、
子
ど
も
を
預
か
る
方
（
サ

ポ
ー
ト
会
員
）
か
ら
な
る
会
員
同

士
の
相
互
援
助
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。
フ
ァ
ミ
リ
ー
会
員
を
希
望

す
る
方
は
説
明
会
（
約
２
時
間
）

に
出
席
し
て
く
だ
さ
い
（
下
表
参

照
）。
出
席
す
る
方
は
、フ
ァ
ミ
リ

ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
事
務

局
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
入
会
登
録
に
必
要
な
も
の　

年

会
費　

円
、保
護
者
の
顔
写
真（
縦

５００

３
セ
ン
チ
㍍
×
横
２
・
５
セ
ン
チ

㍍
１
枚
）

　
「
西
東
京
市 
暮
ら
し
の
便

利
帳
」
が
出
来
上
が
り
ま
し

た
。
３
月
中
旬
ま
で
に
各
ご

家
庭
に
配
布
し
ま
す
。

　

こ
の
便
利
帳
は
、
市
役
所

の
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
情
報

を
公
共
施
設
や
日
常
生
活
に
直
接
関
係
の
あ
る
も
の
か

ら
先
に
ご
覧
い
た
だ
け
る
よ
う
に
編
集
し
ま
し
た
。
市

民
の
皆
さ
ん
と
市
役
所
を
結
ぶ
ガ
イ
ド
と
し
て
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

◆
広
報
広
聴
課
（
◯田
 
�
内
線　

、　

）

１１４１

１１４２

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　

皆
さ
ん
は
市
の
予
算
書
を
ご

覧
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す

か
。
一
度
ご
覧
い
た
だ
く
と
、
ど

ん
な
事
業
に
ど
の
く
ら
い
の
予

算
で
取
り
組
ん
で
い
る
か
、
お
分

か
り
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

　

平
成　

年
度
一
般
会
計
当
初

１３

予
算
額
は
、　

億
６
千　

万
円

５９０

９００

で
、
皆
さ
ん
の
生
活
と
関
わ
り
の

深
い
事
業
が
数
多
く
盛
り
込
ま

れ
て
い
ま
す
。
市
税
は
、
こ
れ
ら

の
事
業
を
財
政
面
で
大
き
く
支

え
て
い
る
貴
重
な
財
源
の
一
つ

で
、
歳
入
総
額
に
占
め
る
構
成
比

も
高
く
（
第
１
位
）、
市
の
基
幹

収
入
と
な
っ
て
い
ま
す
。

�　

市
税
の
平
成　

年
度
の
当
初

１３

予
算
額
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

�　

個
人
市
民
税
は
、
都
民
税
と
合

わ
せ
て
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
年
の
１
月
１
日
現
在
住

所
の
あ
る
市
町
村
か
ら
、
前
年
中

（
１
月
１
日
〜　

月　

日
）
の
所

１２

３１

得
に
対
し
て
課
税
さ
れ
る
こ
と

市
税
の
構
成

個
人
市
民
税

に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、　

年
１

１４

月
２
日
以
降
に
西
東
京
市
か
ら

市
外
へ
転
出
さ
れ
て
も
、　

年
度

１４

分
の
市
（
都
）
民
税
は
西
東
京
市

へ
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

※
市
民
税
の
総
額
で
は　

市
中

２６

７
番
目
、
人
口
一
人
当
た
り
の
額

で
は　

市
中
９
番
目
に
位
置
し

２６

て
い
ま
す
。
※
均
等
割
額
は
市
民

税
２
千　

円
・
都
民
税
１
千
円
。

５００

所
得
割
額
の
税
率
は
、
課
税
所
得

金
額
に
よ
り
、
市
民
税
は
３
段
階

・
都
民
税
は
２
段
階
で
す
。

�　

土
地
・
家
屋
・
償
却
資
産
を
総

称
し
て
固
定
資
産
と
い
い
ま
す
。

　

固
定
資
産
税
は
、
１
月
１
日

現
在
、
固
定
資
産
を
所
有
し
て

い
る
方
が
、
そ
の
年
度
分
の
納

税
義
務
者
と
な
り
ま
す
。
１
月

２
日
以
降
に
所
有
権
が
移
転
し

た
り
、家
屋
等
を
取
り
壊
し
た
場

合
で
も
、そ
の
年
度
分
の
固
定
資

産
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、
要
件
を
必
要
と
し
ま
す

が
、
新
築
住
宅
に
は
税
額
の
減

額
措
置（
３
年
間
２
分
の
１
に
減

額
等
）、住
宅
用
地
に
は
特
例
措

置（
課
税
標
準
額
の
６
分
の
１
、

３
分
の
１
）の
適
用
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
減
額
期
間
が
過
ぎ
た

り
、
用
途
変
更
（
住
宅
を
取
り

壊
し
、
駐
車
場
用
地
等
）を
す
る

と
、特
例
措
置
の
適
用
が
除
外
さ

れ
、そ
れ
ま
で
の
税
額
よ
り
高
く

な
り
ま
す
。

�　

４
月
１
日
現
在
、所
有（
登
録
）

し
て
い
る
方
が
納
税
義
務
者
と

な
り
ま
す
。
４
月
２
日
以
降
に
譲

渡
や
廃
車
等
を
さ
れ
て
も
、
そ
の

固
定
資
産
税
（
税
率
１
・
４�
）

軽
自
動
車
税

年
度
分
の
軽
自
動
車
税
が
課
税

さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
盗
難
に
遭
っ

た
場
合
で
も
廃
車
手
続
き
が
必

要
で
す
。

�　

都
市
計
画
税
は
、
そ
の
使
途
が

都
市
計
画
事
業
や
土
地
区
画
整

理
事
業
と
決
め
ら
れ
て
お
り
、
目

的
税
と
し
て
区
分
さ
れ
ま
す
。

　

固
定
資
産
税
と
同
様
に
、土
地

・
家
屋
に
課
税
さ
れ
ま
す
。住
宅

用
地
に
は
特
例
措
置（
課
税
標
準

額
の
３
分
の
１
、３
分
の
２
）が

あ
り
ま
す
が
、新
築
住
宅
に
対
す

る
減
額
措
置
は
あ
り
ま
せ
ん
。税

率
に
つ
い
て
は
、地
方
税
法
に
制

限
税
率（
０
・
３�
）が
規
定
さ
れ

て
お
り
、そ
の
範
囲
内
で
各
自
治

体
ご
と
に
条
例
で
定
め
る
こ
と

と
な
り
ま
す
の
で
、市
に
よ
っ
て

税
率
が
異
り
ま
す
。

　
　

市
の　

年
度
の
状
況
は
、

２６

１３

国
分
寺
市
・
国
立
市
の
０
・　
２８

�
が
一
番
高
く
、
西
東
京
市
は

立
川
市
・
町
田
市
と
並
び　

番
２０

目
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
番
低

い
の
は
、
武
蔵
野
市
・
府
中
市

の
０
・
２�
で
す
。　

区
は
、

２３

一
律
０
・
３�
で
す
。

�　

市
民
税
と
固
定
資
産
税
関
係

は
、
証
明
書
（
課
税
証
明
・
評
価

証
明
等
）
の
発
行
業
務
が
中
心
と

な
り
ま
す
。
土
地
台
帳
等
は
田
無

庁
舎
で
管
理
し
て
い
ま
す
の
で
、

複
雑
な
ご
相
談
等
の
場
合
は
、
田

無
庁
舎
を
ご
利
用
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
納
税
に
関
す
る
こ
と
・

軽
自
動
車
税
・
法
人
市
民
税
に

関
す
る
こ
と
は
、
田
無
庁
舎
と

同
様
、
保
谷
庁
舎
で
も
取
り
扱
っ

て
い
ま
す
。

◆
市
民
税
課
（
�田
 
�
内
線　

、
�保
 １３１０

�
内
線　

）、
資
産
税
課
（
�田
 
�

２１２１

内
線　

、
�保

 
�
内
線　

）

１３３０

２１２２

都
市
計
画
税（
税
率
0
・　�
） 
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保
谷
庁
舎
の
窓
口
業
務
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主
な
市
税
に
つ
い
て

主
な
市
税
に
つ
い
て　

おお
知知
らら
せせ

難難
病病
者者
福福
祉祉
手手
当当

受受
給給
者者
のの
方方
へへ

　 説 明 会 日 程 　

内　容ところと　き

ファミリー
会員説明会
と入会登録

保谷東分庁舎３月１２日（火）
午前１０時から

イングビル
（田無庁舎隣）

３月１６日（土）
午前１０時から

ファミリー・サポート・センター事務局
（�３８－４１２１）

西東京市「暮らしの便利帳」
各ご家庭にお届けします

�����

���������	

精
神
保
健
福
祉
の
窓
口

1人当たり構成比当初予算額税　　目

６万９，３７４円４４．６％１２３億２，１３０万円個人市民税

　８，１０４円５．２％１４億３，９２９万円法人市民税

５万９，９６５円３８．５％１０６億５，０２２万円固定資産税

３２４円０．２％５，７４５万円軽自動車税

５，１４４円３．３％９億１，３６８万円市たばこ税

１万２，７６１円８．２％２２億６，６４９万円都市計画税

１５万５，６７２円１００．０％２７６億４，８４３万円合　　計

市税総額は、２６市中９番目に位置しています

び
ん
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
出
す
と
き
は
キ

ャ
ッ
プ
類
を
取
っ
て
く
だ
さ
い

　

び
ん
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
、
必
ず
キ
ャ

ッ
プ
を
と
り
、
洗
っ
て
か
ら
資
源
ご
み
に

出
し
、
キ
ャ
ッ
プ
は
不
燃
ご
み
に
出
す
よ

う
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

乾
電
池
等
は
有
害
ご
み
へ

　

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
出
さ
れ
る
ご
み
は
、柳
泉
園
組
合
で
可
燃
ご
み

は
焼
却
処
理
、
不
燃
ご
み
は
破
砕
処
理
さ
れ
、
最
終
的
に　

市
１
町
で

２５

構
成
す
る
日
の
出
町
の
「
二
ッ
塚
廃
棄
物
最
終
処
分
場
」
に
埋
め
立
て

ら
れ
て
い
ま
す
。
埋
め
立
て
に
あ
た
っ
て
は
、
地
元

自
治
会
と
の
間
で
協
定
を
結
び
、
地
域
の
環
境
と
安

全
を
守
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
焼
却

灰
や
不
燃
ご
み
の
中
に
は
、「
有
害
ご
み
」
の
乾
電
池

等
が
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

乾
電
池
や
体
温
計
、
蛍
光
灯
は
、
可
燃
ご
み
・
不
燃
ご
み
に
入
れ
な

い
で
、「
有
害
ご
み
」
と
し
て
別
の
袋
に
入
れ
、
決
め
ら
れ
た
場
所
に

出
し
て
い
た
だ
く
か
、
購
入
し
た
お
店
に
返
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

◆
ご
み
減
量
推
進
課
（
�保
 
�
内
線　

）
２２２２


